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防衛局現地対策本部に問い合わせたところ、11月 4日、摩周・網走方面に海

兵隊員が出かけ「研修」（観光）を行ったとのこと。 

これにはびっくりです。「新型コロナ対策として今回は事前説明会(ブリーフ

ィング)、訓練公開はやらない」と言っていたからです。しかも、人数を聞い

たら、「海兵隊の安全のため答えられない」との回答。日本国民、住民の安全

は無視です。 

こんな矛盾を平気でやる海兵隊、それに唯々諾々と従う防衛局に、怒り心頭

です。 
 

 
 「11 月 7日午前 6時、車両、装備品（を積み込んだ貨物船）は釧路港を出港

した。同日、12 時 40 分ごろ一部隊員が釧路空港から帰還した。」 

これも、8 日の朝、海兵隊移転訓練反対連絡会が問い合わせて防衛局現地対

策本部がようやく口を開いて答えたものです。事前に連絡会から何度も聞いて

いたことですが、事前には絶対答えないまま、秘密裏に移動が行われました。 

「残りの隊員はいつ撤収するのか。防衛局現地対策本部はいつ解散するのか」

と問いにも「海兵隊の運用上の都合により答えられない」と繰り返します。 

ここにも、防衛局の「米軍最優先・日本国民無視」の姿勢がありありです。 
 

 
釧路の監視隊から「今、釧路空港。羽田便の待合に 10 人くらいいます。私

服ですが、みんな米軍のリュックなのですぐわかります。」（9：57） 

「ＪＡＬ540 便に 3人乗りました。残りはＡＮＡかもしれません。」（10：46） 

との情報提供がありました。 

今後、詳しい情報をさらに集めたいと思います。 
 

 
  

…11月13日(土) 10時30分～12時30分 

会場；別海町西公民館 参加料；500 円 主催；矢臼別平和委員会 

 


